
 

 

平 成 ２ ７ 年 度 

広島市教育センター 

 

 

 

 

小学校国語科低学年｢読むこと｣における 

事柄の順序をとらえる力を伸ばすための学習指導の工夫 

―単元を通して事柄の関係図(ルーツマップ)づくりを取り入れることで― 

 

 

                        広島市立観音小学校教諭 後 藤 に い な 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード：事柄の順序，関係図，具体と抽象の関係，説明的な文章の解釈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の要約 

本研究は,小学校国語科低学年｢読むこと｣における事柄の順序をと

らえる力を伸ばすための学習指導の工夫について考察したものであ

る。文献研究から，本研究の｢事柄の順序｣を｢文章の中の具体と抽象の

関係｣と定義した。この具体と抽象の関係をとらえるために，事柄の順

序を並べ替えて図式化することが有効であると考えた。そこで学習指

導の工夫として，事柄の順序を図式化する｢事柄の関係図(ルーツマッ

プ)づくり｣を単元を通して取り入れ，その有効性を検証した。 

その結果，児童に事柄の順序の概念が育ち，説明的な文章を読む際

に事柄の順序について意識するようになった。このことから，学習指

導の工夫として単元を通して｢事柄の関係図(ルーツマップ)づくり｣を

取り入れたことは，説明的な文章の事柄の順序をとらえる力を伸ばす

ことに有効であったと考える。 
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Ⅰ 問題の所在 

 

平成 26年度の｢基礎・基本｣定着状況調査の，

国語科｢読むこと｣の領域の広島市の通過率は

各領域の中で最も低くなっている。その中でも

説明的な文章の解釈に関する設問の通過率は，

段落相互の関係を問う設問で 39.6％，文章の構

成を問う設問で 50.7％と全体的に低い結果と

なっている。所属校の結果も同様に｢読むこと｣

及び説明的な文章の解釈における設問の通過

率は低く，説明的な文章の解釈の力に課題があ

ることが明らかになった。 

自己の実践を振り返ると,説明的な文章を扱

う学習において文章の内容に着目した指導が

中心となっていた。指導事項を意識したつなが

りのある学習を単元の中でうまく構成するこ

とができていないため,児童の力を十分に伸ば

すことができていなかった。 

 そこで本研究では，中学年で説明的な文章の

｢段落相互の関係をとらえる力｣を付けるため

に，低学年の段階でその基礎となる｢事柄の順

序をとらえる力｣を伸ばすことが肝要であると

考え，そのための学習指導の工夫について探る

こととした。 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

小学校国語科低学年｢読むこと｣における説

明的な文章の事柄の順序をとらえるための学

習指導の工夫を探る。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 研究仮説の設定 

３ 検証授業の計画と実施 

４ 検証授業の分析と考察 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

⑴  事柄の順序について 

文部科学省『小学校学習指導要領解説国語編』

(平成 20 年)では，低学年の説明的な文章の解

釈に関する指導事項として｢イ 時間的な順序

や事柄の順序などを考えながら内容の大体を

読むこと。｣1)と示されている。また，市毛(2002)

は，事柄の順序とは｢概念の大小の関係による

分類だけでなく，並列関係になる概念など，具

体と抽象の位置づけ｣2)と述べている。 

このことから本研究における｢事柄の順序｣

を｢文章の中の具体と抽象の関係のこと｣と定

義し，それをとらえる力を伸ばすための学習指

導の工夫について研究を進める。   

⑵  事柄の関係図づくりについて 

市毛(2002)は，｢順序を考える問題は，図に

表すなどして前後の関係をつかむとよい。｣3)と

順序を図式化してとらえることの良さについ

て述べている。また，｢並べ替えという操作を

しながら順番を考えることは，順序という基礎

的な考え方を鍛える訓練になる｣4)と，順序をと

らえるために並べ替えという操作活動が有効

であるとも述べている。 

 以上のことから，本研究では単元を通して並

べ替えをしながら事柄の順序を図式化する｢事

柄の関係図づくり｣を取り入れることとする。 

   

２ 研究仮説の設定 

 

小学校国語科低学年｢読むこと｣の学習にお

いて，単元を通して事柄の関係図づくりを取り

入れた学習指導を行えば，説明的な文章の事柄

の順序をとらえる力を伸ばすことができるで

あろう。 

 

３ 検証授業の計画と実施 
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⑴ 期間 

 平成 27年 11月 30日～12月 14日 

⑵ 対象 

小学校 第２学年 27名 

⑶ 内容 

指導事項：読むこと イ 

時間的な順序や事柄の順序などを

考えながら内容の大体を読むこと。 

単 元 名：あなのやくわりを考えよう 

      ｢あなのやくわり｣ 

教 材 文：｢いろいろなふね ｣(東京書籍)１年下    

｢あなのやくわり ｣(東京書籍)２年下 

 自作教材 

言語活動：事物の仕組みなどについて説明した

本や文章を読むこと ⑵ ウ 

⑷  単元計画 

検証授業の単元計画は表１のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 指導方法の工夫 

ア 事柄の関係図(ルーツマップ)の活用 

 先行研究を基に，事柄の順序を図式化する，

事柄の関係図(｢ルーツマップ｣とする。以下同

様。)を学習指導の工夫として取り入れた。(図

１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルーツマップとは,言葉の具体と抽象の関係

を図式化したものである。児童には｢大きい(抽

象)－小さい(具体)－詳しい(具体)｣という言

葉を使って示している。 

本研究では，このルーツマップを単元を通し

て以下の２つの視点で取り入れることとした。 

(ア) 事柄の順序の概念を育てるための教材(ル

ーツマップタイム教材)の取組 

 1つ目は，毎時間の授業冒頭 10分間で使用す

る，事柄の順序の概念を育てるための教材(｢ル

ーツマップタイム教材｣とする。以下同様。)の

取組である。これは，児童に事柄の順序をとら

えるための，基礎的な順序の概念を育てること

を目的として作成した。 

設問内容は，本時の授業内容とつながりをも

たせるようにしている。 

単語の具体と抽象の関係をとらえる設問(次

頁図２)から始まり，徐々に文章の具体と抽象

の関係をとらえる設問(次頁図３)に移行して

いくように難易度を設定した。また，設問の難

易度が上がる際には，手立てとして語群や並列

関係にある言葉を用意し，スモールステップで

事柄の順序の概念を育てることができるよう

にした。 

表１ 単元計画 

 

 

 

関 読 言 評価規準 評価方法

1

○　事前テストを行う
○　単元の見通しをもつ
○　ルーツマップタイム

　基礎練習をする

○ ○

ひみつあつめシート
に，今日の学習に対する
自分の感想を記述してい

る

ひ み つ あつ

めシート

2
○　既習教材「いろいろな
　ふね」のキーワードカー

　ドを，仲間分けをする

○

「いろいろなふね」の
キーワードカードのこと

ばを根拠にして仲間分け
している

キーワード

カード

ひみつあつ

めシート

3

○　「いろいろなふね」の
　キーワードカードの順序

　を考えてルーツマップに
　まとめ，説明文のつくり
　について考える

○

キーワードカードの順

序を考えて，ルーツマッ
プにまとめている

キーワード

カード

ひみつあつ

めシート

4

○　教科書教材「あなのや

　くわり」の文章を根拠に
　して，「はじめ―中―

　おわり」の３つに分ける

○

「あなのやくわり」の

文章を根拠にして「はじ
め―中―おわり」の３つ

に分けている

キーワード

カード

ひみつあつ

めシート

5

○　「あなのやくわり」の
　具体例として挙げられて
　いるものを見つけてルー

　ツマップに表す

○
「中」の具体例を本文

から見つけ，ルーツマッ

プに並列に並べている

キ ー ワ ード

カード

ひ み つ あつ

めシート

6

○　「あなのやくわり」の
　具体例①について説明の

　順序を考えてルーツマッ
　プに表す

○
具体例①の説明の順序

を考え，ルーツマップに

書き込んでいる

ル ー ツ マッ

プ

ひ み つ あつ

めシート

7

○　「あなのやくわり」の
　具体例②③について説明

　の順序を考えてルーツ
　マップに表す

○

具体例②③の説明の順

序を考え，ルーツマップ
にあてはめている

ル ー ツ マッ

プ

ひ み つ あつ

めシート

8

○　「あなのやくわり」の

　具体例④について説明の
　順序を考えてルーツマッ

　プに表す

○

具体例④の説明の順序

を考え，ルーツマップに
あてはめている

キ ー ワ ード

カード

ひ み つ あつ

めシート

9

○　「いろいろなふね」と

　「あなのやくわり」の
　ルーツマップを比較し，

　説明文のつくりについて
　考える

○

２つのルーツマップを
比べて，説明的な文章の
構成や順序についてわか

る

キ ー ワ ード

カード

ひ み つ あつ

めシート

10 ○

説明文の「はじめ―中
―おわり」を読み取っ

て，ルーツマップにまと
めることができる

キ ー ワ ード

カード

ひ み つ あつ

めシート

11 ○ ○

説明文の「中」の説明
の順序を読み取って，

ルーツマップにまとめる
ことができる

キ ー ワ ード

カード

ひ み つ あつ

めシート

12 ○

並行読書で選んだ説明

文を，ルーツマップを使
いながら友達に説明する

ことができる

キ ー ワ ード

カード

ひ み つ あつ

めシート

13 ○

これまでの学習を振り
返り「説明名人のひみ
つ」について自分の言葉

でまとめている

ひ み つ あつ

めシート

事後テスト

評価

一

○　学習の振り返り
○　事後テスト

　

　
　

　
　
ル
ー

ツ

マ
ッ

プ

タ
イ

ム
（

授
業
開

始
後

1
0
分

程
度
）

　

　
　

　
　
並

行
読

書
（

帯

活
動
）

二

次 時 学習活動

○　並行読書で選んだ説明文の

　具体例を説明の順序を考えて
　ルーツマップに表す

三

○　並行読書で選んだ説明文を
　「はじめ―中―おわり」の３

　つに分け，ルーツマップに表
　す

○　並行読書で選んだ説明文の
　内容やつくりを，ルーツマッ
　プを使って友達に紹介する

図１ 事柄の関係図（ルーツマップ） 

 

 

小さい言葉をまとめる

大きい言葉

（抽象）

大きい言葉を詳しくした

小さい言葉

（具体）

小さい言葉をもっと

詳しくした言葉

（さらに具体）
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また，文章から具体と抽象をとらえる設問で

は，｢はじめ―中―おわり｣を書き込むこと，｢大

きい－小さい―詳しい｣言葉に記号を付けなが

ら読むことも，併せて継続して取り組むことと

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 (イ) ルーツマップづくりを取り入れた単元計

画の設定 

 ２つ目は，｢ルーツマップづくりを取り入れ

た単元計画の設定｣である。説明的な文章は一

文ごとに区切り，キーワードカードに示す。こ

れを切り分けて，事柄の順序を考えて並べ,ル

ーツマップを作成する。（図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このルーツマップの作成をルーツマップタ

イムと並行して，単元全体を通して行うように

位置付けた。(前頁表１) 

 第一次では，事柄の順序が教科書教材と類似

している既習教材｢いろいろなふね｣でルーツ

マップづくりを行う。第二次では，教科書教材

｢あなのやくわり｣で同様にルーツマップづく

りを行い，その後２つのルーツマップを比較す

ることで，説明的な文章の事柄の順序の共通点

に気付かせる。第三次では，これまでの学習で

得た考え方を使って自作教材でルーツマップ

づくりを行う。 

このように既習教材から教科書教材，自作教

材へと移行しながらルーツマップを作成して

いくことで，スモールステップで児童の事柄の

順序をとらえる力を伸ばしていくことをこの

単元計画設定の目的とした。 

また，このルーツマップの作成の過程で気付

いた事柄の順序のひみつを，｢説明文ひみつあ

つめシート｣に，毎時間のまとめとして記述す

ることとした。(図５) 

 

 

 

 

４ 検証授業の分析と考察 

 

 単元を通してルーツマップづくりを取り入

れたことが，児童の｢事柄の順序をとらえる力｣

を伸ばすことに有効であったかどうか，検証授

業から分析と考察を行った。 

 

⑴ 事柄の順序をとらえる力について 
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図３ ルーツマップタイム教材（難易度５） 

図５ 説明文ひみつあつめシート 

図４ ルーツマップの作成方法 

図２ ルーツマップタイム教材（難易度１） 
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ア 事後テストの分析 

(ア) 選択記号の正誤数から 

 事後テストでは，過去の教科書に掲載された

説明的な文章を教材文とし，事柄の順序をとら

える設問を出題した。(図６) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問一において，正しく事柄の順序をとらえ

ることができた児童は 27 名中 17 名であった。

今回作成した事後テストからは，10名の児童に

ついて直接的に力の向上を確認することはで

きなかった。 

(イ) 記号を選択した理由の記述の分類から 

 設問二において，選択した理由の記述を類型

ごとに分類した。(表２) 

 

 

 

表２から，事柄の順序を正しくとらえられな

かった児童の中にも，理由の記述では，分類エ

のように事柄の順序を意識した理由付けをし

ていたり，分類オのように文章の内容を使って

順序の説明をしようとしたりしている様子が

見られた。その一方で，事柄の順序を正しくと

らえることができても，理由の記述では，分類

イのように説明が不足していたり，分類ウのよ

うに文章の内容に着目していたりする児童が

いることも分かった。 

事後テストの分析から，とらえた事柄の順序

を記述で説明することは難しい様子がうかが

えたが，事柄の順序について意識するようにな

ってきていると考えられる。 

しかし，分類カのように事後テストで事柄の

順序をとらえる力を確認できなかった児童も

若干名いた。この児童の単元での学びの様子に

ついては後ほど分析で示す。 

 

⑵ ルーツマップづくりを単元を通して取り

入れた効果について 

ア ルーツマップタイム教材の有効性につい

ての分析 

(ア) ルーツマップタイム教材の正答人数から 

第 1 時から第 13 時までの「ルーツマップタ

イム教材」の正答人数を示す。(図７)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難易度が徐々に上がっているにもかかわら

ず，毎時間平均 25名の児童が正答できている。

設問の難易度が上がった第７時以降は正答人

数が減っていることから，児童にとって｢文章

の具体と抽象の関係をとらえる｣ことは容易で

はなかったと推測される。しかし正答人数が大

きく落ち込んだ第９時以降，徐々に正答人数が

増え，第 13 時には全員が正答できていること

から,児童に次第に具体と抽象の概念が育って

きていることが分かる。 

ア
事柄の順序をとらえ, 自分の言葉で理由を説明す
ることができている

4

イ
事柄の順序について意識しているが, 理由の記述
が十分でない

4

ウ 文章の内容に着目した理由を記述している 9

エ
事柄の順序については理解しているが, 文章の中
で正しくとらえることができていない

4

オ 文章の内容に着目した理由を記述している 3

カ 記述内容が不明瞭 3

分類の基準分類記号

正答
１７名

選択記号
の正誤人数

誤答
１０名

人数

表２ 「答えを選択した理由の記述」分類表 

 

 

図７ ルーツマップタイム教材の正答人数 
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図６ 事後テスト 
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(イ) Ａ児のルーツマップタイム教材から 

Ａ児は単元中盤の第６時のルーツマップタ

イム教材では，単語の具体と抽象の関係をとら

えることが難しい様子が見られた。(図８)しか

し，ルーツマップタイム教材を繰り返す中で

徐々に具体と抽象の概念が育ち，第８時では単

語の具体と抽象の関係をとらえ，第 11 時では

文の具体と抽象の関係をとらえることができ

るようになった。 

 

 
 

 

このように，単元を通してルーツマップタイ

ム教材を取り入れたことで，児童に徐々に具体

と抽象の概念が育つ様子を確認することがで

きた。 

(ウ)  ルーツマップタイム教材と授業のつながり 

第３時冒頭のルーツマップタイム教材と,授

業内でのＢ児の発言を示す。(図９)Ｂ児は，文

字の多さに着目して事柄の順序を考えている

相手の児童に対して，授業冒頭のルーツマップ

タイム教材の内容を例に挙げながら具体と抽

象の関係について説明している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，Ｃ児のルーツマップタイム教材の読み

方と，第三次での説明的な文章の読み方を示す。

(図 10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ児はルーツマップタイム教材と同じよう

に，言葉の大きさごとに記号を変えて文章に書

き込んでおり，事柄の順序を意識しながら文章

を読んでいる様子がうかがえる。また，｢はじ

め―中―おわり｣という文章の構成にも着目し

ている。27名中 24名の児童の文章にこのよう

な順序や構成を意識した書き込みが見られた。 

このように文章を読む際に，ルーツマップタ

イム教材での学びを転用して考えている児童

の姿が単元の中で多く見られた。 

 

以上のような分析から，単元を通してルーツ

マップタイム教材を取り入れたことは，児童の

具体と抽象の概念を育て，事柄の順序を意識す

ることに有効であったと考えられる。 

 

イ ルーツマップづくりを取り入れた単元計

画の有効性についての分析 

(ア)  ｢説明文ひみつあつめシート｣の変容 

毎時間の｢説明文ひみつあつめシート｣の記

教科書

本
ま
ん
が

絵
本

具体と抽象の関係を

とらえることが難しい

① 第６時のルーツマップタイム教材

② 第８時のルーツマップタイム教材 ③ 第11時のルーツマップタイム教材

単語の具体と抽象の関係がとらえられるようになる。 文の具体と抽象の関係がとらえられるようになる。

図８ Ａ児のワークシート 

図９ 第３時でのＢ児の発言と授業冒頭の 

ルーツマップタイム教材 

  

 

 

 

 

図 10 Ｃ児の説明的な文章の読み方 

 

 

 

 

 

（） 

  

ルーツマップ

タイム教材 
第三次の説明的な文章 

 

第３時の授業内でのＢ児の発言

相手の児童　「（文字が多いから）このカードが上だと思う。」

　Ｂ児　　　　　「まん中のカードが一番下のカードを短く
　　　　　　　　　まとめてある。真ん中のことを一番下は
　　　　　　　　　もっと詳しく言うんよ。しば犬（小）の
　　　　　　　　　下はレイジロウ（詳しい）でしょ。」

　　　※レイジロウは柴犬（クラスのキャラクター）の名前
 

第３時冒頭の
ルーツマップタイム教材
第３次のルーツマップ教材

動物

鳥

チワワ しば犬

レイジロウ

犬
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述を｢内容に着目したもの｣と｢事柄の順序に着

目したもの｣に分類し，集計したものを示す。

(図 11)第一次では，内容に着目している記述が

多かったが，単元が進むにつれて徐々に事柄の

順序に着目した記述に変わってきていること

が分かる。 

とくに，第 10 時では２つのルーツマップを

比較して共通点を探す活動を経たことにより，

順序に着目した記述をする児童が増えた。また，

第 13時には３回のルーツマップづくりを経て，

全員が事柄の順序について考えをまとめるこ

とができていた。 

このように単元の中でルーツマップづくり 

 

(イ)  Ｄ児の学びの分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ児の第１時から第 13時までの｢説明文ひみ

つあつめシート｣の記述を示す。(図 12) 

Ｄ児は，事後テストで事柄の順序を正しくと

らえ，理由まで記述できた児童である。 

Ｄ児は第一次の第３時では，事柄の順序につ  

いて文章の言葉を使ってとらえていた。しかし， 

第二次の第 10時では，どのルーツマップでも 

を繰り返したことで，児童が文章の内容ではな

く，事柄の順序を意識するようになってきてい 

る様子がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当てはまるような，より抽象的な言葉で事柄の

順序をとらえるようになってきていることが

記述から確認できる。 

第二次の第８時では，これまでの学習から

｢小のカード｣と｢詳しいカード｣がどちらもあ

なの役割を説明するカードであることに気付

いたＥ児から｢｢小のカード｣があれば｢詳しい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

27

18

17

24

16

11

14

12

1

7

9

3

4

0

9

10

3
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26
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24
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事柄の順序に着目したもの 内容に着目したもの

第
一
次

第
二
次

第
三
次

図 11 「説明文ひみつあつめシート」の変容 

D児 B児 E児

1
ルーツマップは大きいのと小さいのがあること
が分かりました。

楽しかった。ボスまで行きたい。難し
かった。お城のゴールまで行きた
い。

ルーツマップが楽しくなって
きた。

2
ルーツマップの仲間分けは，同じ言葉があっ
たら分けやすくなります。関係のある言葉でも
分けれます。

カードに「きゃくせん」とかが書かれ
ているのは「きゃくせん」の仲間と分
かった。

楽しかった。

3
詳しい言葉はふねにあるものの使い方があっ
て，小さい言葉はあるもの，大きい言葉はない
といけないものだと分かりました。

ないと困るのが大，そのふねにある
のが小，その使い方が詳しい，とい
うことが分かった。

まん中にはつんであるものが
書いてある。

4 このように，がまとめということが分かりました。 少し難しかった。 まちがえが多かった。

5
同じ言葉でつながりがあると分けやすくなりま
す。

とても難しかった。
下がっているところが順序
だった。

6
たしかに昔の50円玉の説明を詳しくしていな
いから横並びだなと思いました。

詳しい説明が２つもあったのでびっ
くりした。

上から２ばん目はあなの役割
が書いてあった。

7
コンセントの中のでっぱりとプラグの説明は横
ならびだけど，横につながりはないことが分か
りました。

詳しい説明が２つもあるのは，詳し
い説明をもっと詳しくいわなきゃいけ
ない。

１ばん上に大きい言葉があっ
た。

8
さい後までわからないことがあるといけないか
ら，ぜんぶカードはつかったほうがいいと思い
ます。

詳しい説明があるのは大と小だけだ
と疑問がわくから。つぎはハイパー
難しいのでドキドキします。

いらないカードはなかった。

9
順番は大きい言葉から詳しくなっていて，そっ
ちの方が伝わりやすいと思います。

１つのカードが詳しいにくるのか，
もっと詳しいにくるのかがすごく悩ん
だけど詳しいにきたのでびっくりし
た。予想はちがったけど，少し感動
した。

大きいことからくわしくなっ
ていて詳しいに３こあるとこ
ろもあった

10

ふねの役割の順番と，あなの役割の順番は，
どっちもあなの紹介の大が先で，簡単な説明
がある。小が二ばん目で詳しい説明，詳しい
の，だんだん詳しくなっていくのが同じです。だ
から説明のつるぎは「大小詳しいの順番です
るとわかりやすい」んだと思います。説明文に
は，はじめ・中・おわりが絶対にあります。

どちらも大小詳しい説明の順序に
なっている。

小が似ていて全部「大・小・
詳しい」説明になっている。
大には全部なんの説明かが書
いている。おわりの「役目」
と「このように」が似てい
る。はじめには１ばん大きい
ことの名前が書いている。

11
小はまだ疑問が出るように作って，詳しいはそ
の疑問に答えられるように作りました。

大小詳しいの順番に気をつけた。
ボスをたおしたい。

はじめとおわりのこのように
という言葉でまちがえないよ
うにした。

12
小には簡単な鼻の役割があるように作りまし
た。詳しいは，詳しい鼻の役割があるように作り
ました。

順序の小に気をつけた。文しょうの
言葉に気をつけた。

順番は関係ないということが
分かった。２つかならずない
ことに気をつけた。

大きいことから詳しいことの順序で説明して，
はじめ・中・おわりの説明の順序で分かりやすく
説明する。

大きいからだんだん詳しい説明に
なる。

大きいことからだんだん詳し
くなっていた。

日記にも役立つし，大きいことからだんだん詳
しく説明することはいろいろなことにやく立つ
ので覚えていたいです。

説明は順序がとても大切ということ
が分かった。日記にも使いたい。説
明が大好きになった。

ルーツマップが楽しくなって
きた。たまに役目が２つくる
ことが分かった。

第
一
次

第
二
次

第
三
次

13

小でわいた疑問にく

わしいカードが答える

ように順序を考えよう

言
葉
の
抽
象
化

大・・・ないといけないもの

小・・・（ふねに）あるもの

くわしい・・・（ふねに）あるものの

使い方

まだカードの役割を文章

の言葉で考えている。

大・・・説明するものの紹介

小・・・簡単な説明

くわしい・・・詳しい説明

２つのルーツマップを比

べることで、カードの役

割を抽象化して考えて

いる。

学
び
の
活
用

分からないこと（疑問）

に答えるために

くわしいカードがあるん

だな

図 12 Ｄ児の「説明文ひみつあつめシート」 
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カード｣は必要ないのではないか｣という意見

が出された。(図 13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その意見に対してＢ児は｢詳しいカード｣の

役割について｢｢小のカード｣を読んで感じた疑

問に答えるためのカード｣と説明している。こ

の｢疑問に答えるカードは，詳しい説明のカー

ド｣という考え方は，第８時に児童から初めて

出された考え方である。 

Ｄ児は，このＢ児とＥ児のやりとりを見なが

ら，第８時では詳しいカードの役割について自

分の言葉でまとめている。そして，第三次では

第８時で他者から学んだ考え方を活用してル

ーツマップを作成している。 

以上のようなことから，単元の中で繰り返し

ルーツマップづくりに取り組んだことは，Ｄ児

のように，より事柄の順序について抽象化して

とらえることに有効であったと言える。 

 

(ウ) Ｆ児の学びの分析 

Ｆ児の第 1時から第 13時までの｢説明文ひみ

つあつめシート｣の記述を示す。（図 14）Ｆ児は,

事後テストで事柄の順序とらえることができ

ず，理由の記述も不明瞭だった児童である。 

Ｆ児は,単元の初めは内容に着目した記述が

続いていたが，単元が進むにつれて順序や構成

についての記述が増えてきている。また，｢大

のカード｣のとらえ方が徐々に抽象化してきて

いることも記述から確認できる。単元の終わり

には，第一次で扱った説明的な文章でも同じ考

え方が適用できるか戻って考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ児が第三次で作成したルーツマップから

は，具体と抽象の関係を概ねとらえていること

が分かる。(図 15) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことから，単元の中でルーツマップづく

りを繰り返すことで，事柄の順序がとらえにく

い児童にも，事柄の順序の意識が芽生えてきて

いると考えられる。 

 以上の分析から，ルーツマップづくりを単元

を通して取り入れたことは，児童が説明的な文

章の事柄の順序について意識することや，事柄

の順序をより抽象化してとらえていくことに

有効であったと考える。 

時間 F児

1
最初は食べ物を書けばいいかと思ったけど，野菜と
かお菓子のものを書くのが分かりました。

2
最初は分けるのがわからなかったけど，最初のカード
の説明をするふねが書いたカードがあったからでき
た。

3
この前はしょうぼうていは，小さいことばはくわしい説明
の火があると水やおくすりをかけて火を消すが小さい
ほうだと思いました。

4
最初に「50円玉」の大とかを探して，そのあとに手触り
で探しました。

5

6
やっぱり，最初は紹介するカードを置いて，説明は２
番目にはる。

7
コンセントはでっぱりでがっちゃんとなることが分かりま
した。

8
なぜ水を出すのかが分かりました。それは水をだす
ためのあながあるからです。

9
小さい説明のところがわからなかったけど。「ため」と
書いてあったから分かりました。

10
最初に紹介する紙を大きい方に出して，小は簡単な
説明の紙を小に出して，最後は詳しい説明を出しま
す。

11
はじめ・中・おわりと，大・小・詳しいのとを覚えて並べ
て「このように」って書いてあったからそれで並べまし
た。

12
最初は「このように」と「はじめ」を見つけて書きまし
た。

大きいことからだんだん詳しいの順序にすると分かり
やすい。

大きい詳しいがあったら，どんな問題も分かりやす
い。「いろいろなふね」のルーツマップも最初に紹介
する紙を出せばいい。

※下線部は文章の内容に着目した記述

13

（第一次）

大は名前の

書いてある

カード

（第二次）

大は紹介する

カード

小は説明の

カード

（第三次）

第一次の説明文

も大は紹介する

カードだと考え

られる

第
一
次
に
戻
っ
て
，
同
じ
考
え
方
が
適
用

で
き
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
い
る

図 15 Ｆ児の第三次のルーツマップ 

 

 

 

 

 

 

 

う
え
木
ば
ち
の

そ
こ
に
は

、
あ
な

が
あ
い
て
い
る

い
ら
な
い
水
を

外
に
出
す
た
め
の

あ
な

水
が
長
い
間

た
ま

っ
て
い
る

と

、
ね
が
く
さ
る

こ
と
が
あ
る

た
く
さ
ん
水
を

や

っ
た
と
き
に

、

あ
な
が
な
い
と
水

が
下
の
方
に
た

ま

っ
て
し
ま
う

大

小

くわしい

あなのあいて

いるものの

紹介

簡単な

役割の

説明

詳しい

役割の

説明

Ｅ児

「どちらも役割の説明な

ら、下の二枚は必要な

いのではないか」

Ｂ児

「大・小だけだと疑問がわく」

疑問「なぜ水を外にだ

さなくてはいけないの」

Ｂ児

「詳しい２枚のカードはその

疑問に答えるためにある」

図 13 第８時のカードの並びとＥ児Ｂ児の考え 

図 14 Ｆ児の「説明文ひみつあつめシート」 
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Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

 

⑴  事柄の関係図(ルーツマップ)によって事

柄の順序を図式化したことについて 

事柄の関係図によって事柄の順序を図式化

して，視覚的にとらえやすくしたことは，児童

が具体と抽象の関係についてとらえるための

有効な手立てになったと考える。単語の具体と

抽象の関係からスモールステップでとらえて

いったことで，児童に具体と抽象の概念が育ち，

難易度の高い文章の具体と抽象の関係までと

らえることができるようになったと推測され

る。第三次で説明的な文章を読む際に，事柄の

順序や構成を意識する様子が多くの児童に見

られたことは，中学年での説明的な文章の学習

にもつながる成果であったと考える。 

⑵  単元を通した取組と具体と抽象の概念の

高まりについて 

単元を通して同じ形式の事柄の関係図づく

りを積み重ねたことにより，文章の中の事柄の

順序を意識し，児童が徐々に，より抽象化した

言葉で事柄の順序をとらえることができた。ま

た，第二次の学習を第三次に生かしたり，第三

次から第一次に戻って考えたりしている児童

の姿が見られたことは学習のつながりをもた

せた単元計画の有効性を表している。このよう

な学習をこれからも積み重ねていくことによ

り，児童に付けたい力を確実に付けていくこと

ができると考える。 

 

２ 課題 

 

⑴  事柄の関係図の取り入れ方を他の文章で

活用できるようにする必要性について 

本研究では,文章をカード形式にして並べ替

えることで事柄の順序をとらえる活動を行っ

た。事柄の順序をとらえる力をより高めていく

ためには，実生活での活用場面を想定し，手立

てとして取り入れた関係図づくりから徐々に

離れて事柄の順序をとらえていくような工夫

が必要である。 

⑵  事柄の順序を言語化する活動を取り入れ

ることについて 

事後テストでは，事柄の順序ではなく内容に

着目して理由付けしている児童や，事柄の順序

に着目しているが記述が十分でない児童の姿

が見られ，事柄の順序を言語化することの難し

さが感じられた。事柄の関係図づくりと併せて,

児童自身が単元で付ける力を意識し，ペアトー

クや振り返りシートなどで学んだことを言語

化する活動も行っていくことで，より効果的に

事柄の順序をとらえる力を伸ばすことができ

るだろう。 
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